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これからみんなで
鬼退治 !!

●桜保育園節分豆まき

こ の ま ち が も っ と も ～ っ と 好 き に な る

川根本町
広 報 か わ ね ほ ん ち ょ う



中高一貫教育
川根の郷の「夢」を語る会

　２月７日 (金 )、川根高校を会場に川根の郷の「夢」を語る会が開催されました。
　この会は中高生が交流を深め、川根地域に住む仲間として川根の現状や未来について語り
合うことを目的に実施されているものです。
　当日は、川根高校の１・３年生と本川根中学校・中川根中学校・川根中学校の２年生、約
140人が集まりました。

　中学生たちは、まず実際に高校生がどの
ような勉強をしているのかを知るため、1年
生の英語や情報の授業のほか、2年生が受
ける就職ガイダンスを見学しました。

　セミナーハウスで行われた全体会では、高校生の講演として「就職」「進学」とそれぞれの進路を選ん
だ 3 年生が、進路を決めたきっかけ、自身が決めた進路に向けて取り組んできたことを話しました。
　また、川根高校独自の科目である「地生学」の研究発表として、本年度のテーマである「地域に伝わる
昔話」の研究結果についての説明が行われました。

中川根中学校 2 年生
榎本伽音さん（写真左）

今回
参加した

感想を聞いてみました

　高校生の発表を聞くなかで、学校や地域のことで
自分が知らなかったことなどを確認することができ
ました。とてもためになったと思います。

　3 年生の発表に続いて行われた、1年生の「夢ぷろ」についての
報告では、「私たちの成長実感とそれを支える学習環境」というテー
マによる研究学習についての成果報告が発表されました。
　川根地域からの入学者 (地元生 )と、遠方からの入学者 (留学生 )、
それぞれがどのような考えを持って入学し、高校生活の中でどのよ
うに変化していくのかをアンケート調査により考察するほか、地域
の大人たちが川根高校生に持つ印象などについての聞き取りを行っ
たことから、「学校内外の人との関わり」が学習成果を大きく左右
することについて解説しました。

　「川根地区（川根本町・島田市川根）をPRするキャッチフレーズをつくろう」というテーマの
もと中高生がグループにわかれてワークショップを実施しました。
　最後には、短い時間のなか意見を出し合い創り上げたオリジナルのキャッチフレーズが発表
されました。

大井川鐵道に就職予定の
太田雄人さん（中中出身）

静岡県立大に進学予定の
中村斗麻さん（中中出身）

地生学の研究発表をした
竹越康晴さん（中中出身）と
栗原佑太さん（中中出身）

夢ぷろの研究結果を発表した
横道蘭さん (本中出身 )
西田就真さん (中中出身 )
島本大輝さん (川中出身 )

中川根中学校 2 年生
坂元聖莉菜さん（写真右）

ここにも、一つの物語。
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～
日
本
学
生
科
学
賞
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
～

　
日
本
学
生
科
学
賞
は
、
読
売
新
聞
が
主
催
し
て

い
る
日
本
で
最
も
伝
統
の
あ
る
中
学
生
と
高
校
生
の

た
め
の
科
学
自
由
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　
毎
年
７
万
点
近
く
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
全
国
の

地
方
審
査
会
で
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
２
０
０
点
が
中

央
審
査
会
へ
と
進
み
ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
20
点

が
最
終
審
査
へ
と
進
み
、
審
査
員
に
よ
る
直
接
の
聞

き
取
り
に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
今

回
は
そ
の
最
終
審
査
で
「
入
選
１
位
」
に
選
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～
ど
ん
な
研
究
を
発
表
し
た
の
で
す
か
？
～

　

今
回
は
「
水
面
の
１
円
玉
と
キ
ャ
ッ
プ
の
位
置
」

を
テ
ー
マ
に
理
科
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ッ
プ
に
水
を
満
た
し
た
時
、
盛
り
上
が
っ
た
水

面
で
は
１
円
玉
は
コ
ッ
プ
の
縁
に
、
キ
ャ
ッ
プ
は
中

央
に
浮
か
び
ま
す
。
逆
に
水
を
減
ら
し
、
へ
こ
ん
だ

水
面
に
す
る
と
位
置
が
逆
転
す
る
と
い
う
現
象
に
つ

い
て
研
究
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

～
研
究
内
容
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？
～

　
研
究
の
き
っ
か
け
は
本
川
根
中
学
校
で
行
っ
て
い

る
放
課
後
学
習
「
せ
せ
ら
ぎ
タ
イ
ム
」
で
の
理
科
の

課
題
で
し
た
。
最
初
に
現
象
を
見
せ
て
も
ら
い
、
昨

年
の
３
学
期
に
全
校
生
徒
で
位
置
取
り
の
理
由
を
考

え
ま
し
た
。
４
つ
の
仮
説
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

納
得
で
き
る
理
由
は
私
た
ち
に
も
先
生
に
も
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
の
夏
休
み
に
４
つ

の
仮
説
を
詳
し
く
検
証
し
て
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

物
体
の
位
置
取
り
は
次
の
３
つ
の
関
係
で
決
ま
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。〈
水
面
に
で
き
る
斜
面
の
存

在
〉
と
〈
浮
力
〉
と
〈
重
力
〉
で
す
。「
な
ぜ
か
」

が
分
か
っ
た
時
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
し
、「
科

学
っ
て
面
白
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

～
以
前
か
ら
こ
う
い
っ
た
研
究
を
？
～

　
実
は
、
２
年
生
に
な
る
ま
で
科
学
研
究
に
あ
ま
り

興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
去
年
の
夏

に
「
カ
ル
メ
焼
き
が
う
ま
く
で
き
る
条
件
」
に
つ
い

て
の
研
究
を
行
っ
た
こ
と
で
科
学
の
面
白
さ
に
ふ

れ
、
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
答
え
の

な
い
と
こ
ろ
を
学
び
、自
分
で
答
え
を
創
っ
て
い
く
」

こ
と
に
研
究
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

～
審
査
会
は
ど
う
で
し
た
か
？
～

　
全
国
の
審
査
会
で
は
、
私
と
同
年
代
の
人
た
ち
の

様
々
な
研
究
を
知
り
、
興
味
を
惹
か
れ
る
発
表
を
聴

い
て
改
め
て
科
学
研
究
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
同
士
の
交
流

も
と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、

広
島
の
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
が
私
の
発
表
を
見
に
来

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
高
校
生
た
ち
は
私
の
テ
ー
マ

に
関
連
す
る
研
究

を
進
め
て
い
て
、
お

互
い
の
研
究
内
容

に
つ
い
て
話
が
で

き
た
こ
と
は
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た

し
、
と
て
も
刺
激
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
質
疑
応

答
、
全
国
の
人
た
ち

と
の
交
流
、
ど
れ
も

貴
重
な
経
験
で
し

た
。
こ
の
経
験
を
今

後
の
活
動
の
中
で

十
分
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。～

今
回
の
感
想
を
教
え
て
下
さ
い
～

　
今
回
の
研
究
は
、
本
川
根
中
学
校
の
み
ん
な
で
仮

説
を
立
て
、
み
ん
な
で
考
え
た
こ
と
が
力
と
な
っ
て

入
選
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
の
回

り
に
は
、
実
に
多
く
の
発
見
や
不
思
議
な
「
問
い
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
み
ん
な
で
追
究
し
て
い
く
こ

と
は
、
本
当
に
楽
し
い
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
で
す
。
今
回
の
研
究
を
通
し
て
、
研
究
の
面
白
さ

と
同
時
に
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
答
え
を

創
っ
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
も
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
川
根
中
学
校
の
み
ん
な
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

本川根中学校 春田浩奈さん (小長井)

第 63 回 日本学生科学賞 入選 1 位

●研究発表と記念の盾は学校で展示されています

●最終審査で説明をする春田さん

インタビュー

　１月18 日 ( 土 )、川根本町文化会館において中川根語り部の会「話楽座」が「第 21 回昔ばなし
語り部まつり」を開催。およそ170 人ほどの方が来場し、その語りに耳を傾けました。
　今年は話楽座のメンバー５人による語りに加え、同団体の講師である「岡尾智津子」さんによる特
別講演が行われたほか、島田市を中心に活動している三味線奏者「吉住小友也」さんと話楽座メンバー
による三味線演奏と長唄の披露が行われました。
　話楽座会長の澤井初美さんはあいさつの中で、「皆さんのおかげで活動を続けていくことができて
いる。去年から本川根中学校の春田さんがグループの練習に来てくれるようになった。この会をつな
いでいってくれることを期待したい」と話しました。

～
ふ
る
さ
と
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
た
い
～

第
21
回 

昔
ば
な
し
語
り
部
ま
つ
り

西
村
か
つ
子

演
目「
恋
金
橋
」

木
村
愛
子

演
目「
外
森
山
の
天
狗
」

勝
川
邦
子

演
目「
岩
瀧
不
動
堂
の
石
」

岡
尾
智
津
子(

講
師)

演
目
「
赤
い
太
鼓
」

森
井
勝
代

演
目
「
見
返
し
峠
」

薗
田
光
枝

演
目「
も
も
の
窪
」

　三味線の披露では、春夏秋冬メド
レーとして「さくら・ほたる・うさぎ・雪」
の 4 曲と、長唄 2 曲が演奏されました。

ここにも、一つの物語。
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２/６～７

農地利用の最適化を目指す

２/３

1/31

　町内の事業所に勤める若手従業員の「企業文
化の垣根にとらわれない仲間づくり」を目的と
した「異業種交流会」が文化会館にて開催されま
した。
　５回目となる今回は、11事業所から20名が
参加し、「町を盛り上げるためにできること」を
テーマにグループワークを行いました。全体発
表では、各グループから「茶やジビエを活用した
お土産商品の開発」や「住民が気軽に町内外へ情
報発信できるウェブサイトづくり」などの意見
が出され、参加者からは「町のことを知る良い機
会になった」「アイデアの実現に向けて活動して
みたい」といった感想が聞かれました。

「地域課題の解決」をテーマに活発な意見交換
町内の若手従業員を対象とした異業種交流会を開催

●さまざまな視点から意見を出し合う参加者

２/３

　静岡市で開催された「令和元年度ふじのくに
農地有効活用シンポジウム」において「川根美味
しいたけ」（地名）が静岡県農地利用最適化推進
活動表彰の優秀賞を受賞しました。
　「川根美味しいたけ」は、農地中間管理機構関
連整備事業を活用し、担い手不足や高齢化によ
り後継者不在となっている茶園を引き受けたほ
か、規模拡大が難しい中山間地で茶園の集積・集
約化を進め、下泉の原地区や西地名地区などに
おいて地区内の約７割を集積・集約化したこと
が評価されました。 ●前列右から３番目が「川根美味しいたけ」の西原睦実代表

「川根美味しいたけ」が県知事表彰を受けました

１/26素早い対応が被害を防ぐ
桑野山区で文化財防火訓練が実施されました
　1月26日の文化財防火デーに合わせ、桑野山
区の「東方薬師堂」において防火訓練が実施され
ました。
　訓練には島田消防署、町消防団、地区自主防災
会など約80人が参加しました。火災を発見した
地区住民による通報と初期消火、消防による放水
が行われ、火災発生時にスムーズな連携を行うた
めの手順などを確認しました。
　今回の訓練を統括した島田消防署の山崎警備
担当課長は「文化財の火災は時間との戦い。素早
い対応と情報伝達の連携を」と話しました。 ●薬師堂へ放水する消防隊員

　昨年度から川根本町で進められている「これ
からの町の教育のあり方についての検討」の一
環として、町内2箇所の子育て支援施設を利用
している保護者の皆さんによる意見交換会が開
催されました。
　現在町で推進している教育プランの説明の
後、子育てや教育に関する疑問や今後の展望な
どについて意見が交わされました。
　大橋教育長は「学校教育ビジョンに対し普段
持たれている疑問を教えてもらえる場になれ
ば」と話しました。

教育のあり方を話し合う
教育に係る意見交換会が実施されました

●少子化が進む中での教育について意見が交わされました

２/８高校生ツアーは３月13～14日に実施予定
　島田市川根町のチャリム21で、島田掛川信用
金庫主催による高校生の地方創生研究発表会が
開催されました。
　今回は川根本町・静岡市・島田市・菊川市・掛川
市・牧之原市から10校が参加し、それぞれ独創
性あふれる発表を行いました。
　川根高校は昨年度に実施した高校生ガイドツ
アーの第2弾を発表。今回は地域の魅力を県外
へ発信するためのモニターツアーとして県外企
業を対象に実施することになりました。
　発表を行った川根高校の内藤大和さんは「SL
の車内アナウンスを担当します。今から緊張して
いますが頑張ります」と意気込みを語りました。 ●今回の高校生ツアーは 1泊 2日の計画となります

高校生による地方創生研究発表会が実施されました

地域とつながる生きた学びに
川根高校で地生学の成果発表会が行われました
　川根高校で行われている地生学は地域創造を
目指した学校設定科目で、「川根を学び、その魅
力や課題を発見し自己の学びに結びつけ、思考力・
判断力・表現力を育成するとともに、川根愛を育
む」ことを目的に、地域の課題に対して生徒それ
ぞれがテーマを設定して取り組みます。
　今年度は 3 年生 38 人のうち18 人が地生学に
取り組み、「国語」「地歴・公民」「体育」「商業」
のそれぞれの課題で発表を行いました。
　川根高校の須藤校長は「自分たちが考えた課
題に取り組む中で地域との繋がりができ、生きた
学びになっていく」と講評しました。 ●計画や実践などさまざまな報告が行われました

ここにも、一つの物語。
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や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：35 11：00 11：30 13：00 14：00 14：45

発 9：35 10：00 10：30 10：55 11：20 11：50 13：30 14：35 15：00
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：15 13：45 14：15 14：40

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：35 14：05 14：35 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 寺馬秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：50 11：30 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：30 11：10 11：50 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西御堂
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 11：00 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：20 10：50 11：20 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 接岨資料館やまびこ 奥泉集会所
Gコース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 11：45 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

月
20203くらしの

カレンダー
役
場
本
庁

【代表電話番号】� ☎ 56-1111
１Ｆ　税務住民課 �税務室� ☎ 56-2223

戸籍住民室� ☎ 56-2222
くらし環境課� ☎ 56-2236
健康福祉課� ☎ 56-2224
高齢者福祉課 長寿介護室� ☎ 56-2234�

地域包括ケア推進室� ☎ 56-2225
建設課� ☎ 56-2227
会計課� ☎ 56-2228

２Ｆ　総務課� ☎ 56-2220
企画課� ☎ 56-2221
情報政策課� ☎ 56-2232
農林課� ☎ 56-2226

３Ｆ　議会事務局� ☎ 56-2229

【代表電話番号】� ☎ 59-3111
１Ｆ　観光商工課� ☎ 58-7077

支所管理局 窓口業務室� ☎ 58-7070
支所管理室� ☎ 58-7073

教育総務課� ☎ 58-2555
社会教育課� ☎ 58-7080

　文化会館� ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター� ☎ 59-3332
　山村開発センター� ☎ 56-2231

総
合
支
所
ほ
か

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ひだまり（藤川）　☎（57）2231　休館日：日、月、祝日　子育て支援施設 こもれび（地名）　☎（56）2700

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

16月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 F

17火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00 ◆資料館やまびこ：休館

18水 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00 G

19木 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
地区健やか講座　徳山コミュニティ防災センター 10:00～11:30
地区健やか講座　水川集会所 13:30～15:00

20金 いやしの里診療所　休診
高木医院 
島田市川根町身成 3288-1 
0547-53-2006

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 春分の日

21土 いやしの里診療所　臨時休診
☆映画づくりワークショップ　文化会館 15:00～17:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

22日 ☆アートフェスティバル　文化会館 10:00～18:00
☆本のリサイクル市　文化会館 10:00～15:00

金谷眼科 
島田市金谷扇町 3639 
0547-45-0010

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

23月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 A

24火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00 ◆資料館やまびこ：休館

25水 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00 B

26木 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
あそびの教室　山村開発センター 10:00～11:30

27金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　整形外科遠隔外来（要予約） 14:00～17:00
2歳児・2歳6ヶ月児歯科検診　山村開発センター （12：50～13：15）

C

28土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

29日 本川根診療所
川根本町千頭 1147-1
0547-59-2555

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

30月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00
健康づくり相談　千頭東区会館 9:30～11:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

31火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00 ◆資料館やまびこ：休館

健康づくり「ひとくちメモ」
高齢者肺炎球菌予防接種について

今年度「高齢者肺炎球菌予防接種」の定期接種対
象の方で接種を希望される方は、役場に申請書を
ご提出後、３月３１日（火）までに受診してください。
詳しくは、健康福祉課までお問い合わせください。

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』
（皆さんの歯に関する質問にお答えします）
むせはオーラルフレイルのサイン。
食事でよく食べこぼす。むせやすく
なった。滑舌も悪くなったみたいだ。
こうした症状はオーラルフレイルの

サインです。お口の体操で予防をしましょう。
【問】健康福祉課・健康づくり室　☎（56）2224

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 日
さくらい整形外科
島田市金谷根岸町 140-15
0547-47-1500

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

2 月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 G

3 火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00 ◆資料館やまびこ：休館

4 水
いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00
定例乳幼児相談　山村開発センター 9:30～11:00
健康づくり相談　山村開発センター 13:30～15:00

A

5 木 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
小児健やか講座　子育て支援施設こもれび 10:00～11：30

6 金
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　総合・呼吸器外来 13:00～15:00
地区健やか講座　上岸地区集会所 10:00～11:30
地区健やか講座　坂京地区集会所 13:30～15:00

B

7 土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

8 日
鈴木内科医院
川根本町徳山 826-1
0547-58-3100

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

9 月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 C

10火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00 ◆資料館やまびこ：休館

11水 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00 D

12木 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約） 14:00～17:00
ふれあいママ教室　子育て支援施設ひだまり 10:00～11:30

13金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　脊椎遠隔外来（要予約） 14:00～17:00 E

14土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

15日 ☆お茶の里ファミリーマラソン 13:00～
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック
島田市金谷東１丁目 931
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

いやしの里診療所３月の診療カレンダー
診療時間　月曜日    午前10時～正午

火・水・金曜日　午前９時～午後５時
木曜日　　　　午前10時～午後５時
土曜日　　　　午前９時～正午

 【問】診療所　☎（59）2102

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
 ３月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
※ただし３月7日（土）、14日（土）、21日（土）、28日
（土）の午後10時から翌日午前７時は小児科のみ
の診療です。 ☎054（644）0099

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

社会福祉協議会「よろず相談」
３月11日（水）　９：00～11：30　文化会館

行　政　相　談
３月18日（水）　９：00～11：30　中川根高齢者デイサービスセンター相談室
【問】総務課　☎（56）2220

社会福祉協議会「よろず行政相談」
３月18日（水）　９：00～11：30　中川根高齢者デイサービスセンター相談室

法律相談
３月25日（水）��10：00～15：30　中川根高齢者デイサービスセンター相談室

ひきこもり相談
祝日を除く毎週（月）（火）��9：00～16：00　藤枝総合庁舎
※要予約　中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
３月３日（火）　中部健康福祉センター（藤枝市）�13：30～�（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

ここにも、一つの物語。
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高
齢
者
福
祉
課　
長
寿
介
護
室　
☎（
56
）２
２
３
４

健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
室　
☎（
56
）２
２
２
４

　
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）に
は
、3
月
中

旬
に「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開
始
通

知
書（
仮
徴
収
）」を
郵
送
し
ま
す
。

○
介
護
保
険
料
の
納
入
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
は
前
年
の
所
得
な
ど
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
が
、8
月
中
に
保
険

料
額
が
決
定
す
る
ま
で
は
、前
年
度
2
月

の
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
額
と
同
じ
額
を

「
仮
徴
収
」
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
4
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ

れ
る
方
は
、前
年
度
所
得
を
基
に
決
ま
り

ま
す
）。
そ
の
後
、年 

間
の
保
険
料
額
確

定
後
に
、
す
で
に
仮
徴
収
で
納
め
て
い
る

額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を「
本
徴

収
」
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
の
変
動
等
で
仮
徴
収
額

と
本
徴
収
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
場

合
に
は
、
1
回
の
年
金
か
ら 

差
し
引
か

れ
る
額
が
年
間
を
通
じ
て
均
等
に
な
る

よ
う
調
整（
平
準
化
）
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
準
化
を
行
う
場

合
で
も
、介
護
保
険
料
の
年
額
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

（単位：円）
前年度

２月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

平準化前 7,700 7,700 7,700 7,700 14,700 14,700 14,700 67,200
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

平準化後 7,700 7,700 11,900 11,900 11,900 11,900 11,900 67,200

仮徴収額 本徴収額
年間保険料

２月と同額 変更額 年間保険料から仮徴収分を差し引いた額

＜介護保険料の納入例　介護保険料年額67,200円（第５段階）の方の場合＞

 
 

 

 
 

＜ 「介護保険料 特別徴収開始通知書（仮徴収）」の見方 ＞

４月より年金から４月より年金から
差し引かせていただく額差し引かせていただく額

　
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会（
通
称「
食
推
協
」）は
全
国
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、川
根
本
町
で
は
31
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す（
令
和
元
年
度
）。

　
「
食
か
ら
町
を
健
康
に
す
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
、保
育
園
や
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と

一緒
に
料
理
を
し
た
り
、
各
地
区
で
栄
養
講
習
会
を
行
って
い
ま
す
。
食
・
健
康
に
関
す
る

研
修
会
も
実
施
し
て
お
り
、自
分
や
家
族
が
健
康
で
い
る
た
め
の
知
識
も
学
べ
ま
す
。

　
参
加
資
格
、
年
齢
制
限
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
又
は
お
知
り
合

い
の
食
推
協
会
員
ま
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
川
根
本
町
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
」会
員
を
募
集
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
：
食
推
協
事
務
局（
健
康
福
祉
課
）　
☎（
56
）２
２
２
４

※
注
意
事
項

　
入
会
さ
れ
る
方
は
、年
会
費
と
し
て
二
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

　
（
研
修
会
の
材
料
費
等
に
使
用
し
ま
す
）。

　
そ
の
他
、エ
プ
ロ
ン
等
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小学生と一緒にお料理、一緒に試食

保育園でそば打ちのお手伝い 中学校で郷土料理「いのこもち」作り

「噛む」がテーマの研修会でのメニュー

全てにみそを使ったメニューです

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1011
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く
ら
し
環
境
課�

生
活
環
境
室　
☎（
56
）２
２
３
６

　
平
成
28
年
４
⽉
の
電
⼒
の
⼩
売
全
⾯
⾃
由
化
以
降
、
電
話
勧
誘
に

よ
る
電
⼒
会
社
の
切
り
替
え
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔 

事 

例 

〕

　
知
ら
な
い
事
業
者
か
ら
「
今
よ
り
も
電
気
料
金
が
安
く
な
る
。
電
気
料
金

の
明
細
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
よ
く
わ
か
ら
ず
に
⾔
わ
れ
る

ま
ま
検
針
票
に
書
か
れ
た
番
号
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
と
、
封
書
が
届
い
た
。

　
数
⽇
後
、「
書
類
は
届
い
て
い
る
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
封

書
は
電
⼒
会
社
の
切
り
替
え
⼿
続
き
の
書
類
で
あ
っ
た
こ
と
、
１
週
間
前
の
電

話
で 

契
約
の
申
込
み
を
し
た
こ
と
に
な
って
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

   川根自動車株式会社
川根本町上長尾869-2　　☎0547（56）0150

三十年前お世話になりましたが、親切丁寧安心でやっぱり川根自動車です。
　　　　　   在所も藤川のためこれからまたお世話になります。

!!創業60年!!
磐田市在住 元藤川 
沢田さん御夫婦

!! やっぱり整備点検は川根自動車 !!

交換期間‥3月20日（金）～29日（日）
令和2年

交換期間‥3月20日（金）～29日（日）
令和2年

令和2年 3月20日（金）から29日（日）
ポイント交換セール

エコティかわね 事務局長

神東美希
の

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

昨年の秋に「ワインツーリズム
やまなし」というイベントに参

加しました。会場は甲府市や山梨市
などワインの産地全域。三日間で
70ものワイナリーが参加します。

開催１週間前になるとワイナ
リー情報やルートマップが自

宅に送られてきました。それを見な
がら「どこをどの順で回ろうかな」と
ワクワクしながら計画を立てるの
です。

当日は受付でワイングラスとグ
ラスホルダーをもらい、自分

たちで行きたい所を回ります。期間
中はエリア内を循環バスが走るの
で、それを利用します。

参加 費 は5,500～8,800円 と
決して安いものではありませ

ん。その上、各ワイナリー気に入っ
たワインを購入したり、オプション
体験があったり、お昼ごはんを食べ
たりしてお金を遣います。しかし決
して「高い」とは感じませんでした。
それだけ内容が充実していたとい
うことです。

さて、７か所回ったうちで一番印
象に残っているのは、最初に

訪問したワイナリーでした。これに
は友人全員が同意見。そこは個人
農家が営む小さいワイナリー。

まず園主が畑を案内し、栽培方
法、農園の歩み、こだわりなど

を話してくれます。それが終わると
５種類のワインを試飲。一つひとつ
に丁寧な説明が入ります。

味も文句なく美味しいのです
が、それ以上に人柄やおもて

なしに感銘を受け「この人の作るワ
インを買いたい」と思わせてくれま
した。

他の大きなワイナリーだとお客
さんも多いですが、ただ試飲

してレジに並ぶだけで終わり。「こ
のイベントならでは」という特別感
はなく、ほとんど印象に残りません
でした。

普段お客様をおもてなしする
立場の私は、多くの学びを得

ました。「近くの異業者、遠くの同
業者から学べ」とはよく言ったもの
です。井の中の蛙にならないよう、
どんどん外に出かけていきたい
です。

神東美希（かんとう みき）
平成24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。平成28年４月から一般
社団法人エコティかわねの事務局長としてエコ
ツーリズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

ワイングラスとグラスホルダーは
記念に。色が毎年変わるのも憎い
演出です。

税
務
住
民
課�

戸
籍
住
民
室　
☎（
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２
２
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入
学・就
職・転
勤
等
に
よ
る
引
越
し
で
住
所
を
異
動

さ
れ
る
方
は
、市
区
町
村
窓
口
で
住
民
票
の
異
動
⼿
続

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。住
民
票
の
住
所
の
異
動
届（
転

出
届・転
入
届・転
居
届
な
ど
）は
、国
民
健
康
保
険・国

民
年
金
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
⼿
続
き
で
す
。

○
転
出
・
転
入
さ
れ
る
場
合

引
越
前
の

市
区
町
村
〈
引
越
し
を
す
る
前
〉

転
出
届
を
提
出
し
て
転
出
証
明
書
を
受
け
取
る

➡引
越
先
の

市
区
町
村
〈
新
し
い
と
こ
ろ
に
住
み
は
じ
め
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
〉

転
出
証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出

○
同
一
の
市
区
町
村
内
で
転
居
さ
れ
る
場
合

お
住
ま
い
の

市
区
町
村
〈
新
し
い
と
こ
ろ
に
住
み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
〉

転
居
届
を
提
出

引
越
し
の
際
は
、住
所
の
異
動
手
続
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）を
お
持
ち
の
方

引
越
し
先
の
市
区
町
村
窓
口
で
継
続
利
用
の
⼿
続

き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
廃

止
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
継
続
利
用
の
⼿
続
き
を

行
って
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

�

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

�

・暗
証
番
号（
数
字
４
桁
）の
入
⼒

※
左
記
の
場
合
、継
続
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
と
き

・転
出
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
転
出
予
定
⽇
か
ら

 

30
⽇
を
過
ぎ
て
転
入
届
を
行
っ
た
と
き

・住
み
始
め
た
⽇
か
ら
14
⽇
を
過
ぎ
て
転
入
届
を
行
っ
た
と
き

・転
入
届
を
行
って
か
ら
90
⽇
を
過
ぎ
た
と
き

・外
国
に
転
出
し
た
と
き

　
詳
し
く
は
、担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

３
月・４
月
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、時

間
に
余
裕
を
持
って
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔転居届〕 〔転出届〕〔転入届〕

☆
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
い
ろ
い
ろ
☆　
静
岡
県
中
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

い
つ
の
間
に
!?
電
力
会
社
が
切
り
替
え
に
な
っ
て
い
た
！

〔 

検
針
票
の
情
報
を

　
　
　
安
易
に
伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

〕

○ 

電
⼒
会
社
等
か
ら
電
話
を
受
け
た
際
は
、
事
業
者
名
や
内

容
を
よ
く
確
認
し
、
必
要
は
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

○ 

切
り
替
え
に
必
要
な
情
報
（
住
所
や
顧
客
番
号
な
ど
）

は
、
現
在
の
契
約
先
が
発
行
す
る
検
針
票
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
勝
⼿
に
別

の
会
社
への
切
り
替
え
⼿
続
き
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
悪
質

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
安
易
に
検
針
票
の
記
載
情
報
は

伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

１
８
８
）、
も
し
く
は
経
済
産
業

省
電
⼒
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
の
相
談
窓
口

（
０
３ （
３
５
０
１
）
５
７
２
５
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー「⾒

守
り
新
鮮
情
報
」
第
3
3
6
号
参
照

「
お
か
し
い
な
」、「
不
安
だ
な
」と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

●�

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン	

☎
１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
！
）

● 

静
岡
県
中
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー�

☎
０
５
４�（
２
０
２
） 

６
０
０
６

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213



令和２年度 銃砲刀剣類登録審査会 
開催日案内

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　３月15日（第三日曜日）1回目 11：00～ 2回目 13：30～
２．開催場所　茶茗舘　　３．語り手　奥野恵美子・薗田はる・木村愛子

（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局/薗田はる ☎（56）0374）

○町民ギャラリー（年中無休）
◦季節と遊ぶ♪ディスプレイ�3月2日(月) ～ 30日(月)

◯文化会館
◦地区生涯活動の報告　　3月2日(月) ～ 27日(金)
◦柿下木冠氏の書の展示　3月2日(月) ～ 27日(金)

※月末および月初めは、作品の入替え作業により、展示作品が変わる場合があります。３月の展示

皆さまお誘いあわせのうえご観覧ください！町民の皆様の作品をお待ちしております。社会教育課�☎（５８）７０８０

� ●海洋センター　お茶の里ファミリーマラソン� 3月15日（日）13時～
� ●文化会館　映画づくりワークショップ� 3月21日（土）15時～17時　
� � アートフェスティバル� 3月22日（日）10時～18時　
� � 本のリサイクル市� 3月22日（日）10時～15時　

３月の予定

感
想
画

＜留意点＞
①左記のいずれの会場でも登録審査を受けることがで

きます。警察署に銃砲刀剣類発見届を提出後速やか
に登録してください。登録証のない状態での銃砲刀
剣類の所持は不法所持（銃砲刀剣類所持等取締法違
反）となります。

②審査会に使用する会議室は事情により変更すること
があります。当日は庁舎内の案内掲示板等でご確認
ください。

③登録申請者は原則として発見届出者（銃砲刀剣類の
所有者）本人ですが、特別な事情のある場合は代理
人を立てることができます。その際、代理人は申請
者の委任状及び申請者から委任された当人であるこ
とを証明できる身分証明書（運転免許証等）をご持
参ください。

④新規で登録を受ける際、審査会場に持参していただ
くものは以下のとおりです。

　⑴登録希望の銃砲刀剣類
　⑵警察署が交付した刀剣類発見届出済証（受付時に

提出していただきます）
　⑶身分を証明するもの（運転免許証等を提示してく

ださい）
　⑷登録申請書（当日会場にも用意します）
　⑸登録審査手数料（新規登録のための審査を受けよ

うとする場合、１件につき6,300円分の静岡県収入
証紙を申請書の所定の位置に貼付していただきま
す。証紙は庁舎内の売店で当日購入できます）

⑤審査の結果、定められた基準を満たしていないと判
断された場合は登録できません。

⑥各会場とも駐車場には限りがあります。あらかじめ
ご承知おきください。

⑦不明な点は左記の連絡先までお問合せください。また、
登録希望件数が多数（おおむね 1 人で 10 件以上）
の場合は前日までに連絡してください。

⑧銃砲刀剣類の持ち運びには十分ご注意ください。

＜開催日時・会場＞

※受付は午前 9時 30分から午前 11時 30 分までとな
りますので、時間内にご来場ください。

※審査は午後までかかる場合があります。
※銃砲が登録できるのは、上の表の銃砲審査欄に○印
　がある審査会のみです。

【連絡先】静岡県文化・観光部文化財課 
住　　所 〒420-8601 静岡市葵区追手町９番６号 
電話番号 054（221）3158（直通）

５月12日
（火）

静岡県
東部総合庁舎
沼津市

高島本町１-３
別館４階
第３会議室

静岡県
浜松総合庁舎
浜松市中区
中央１丁目12-１

９階
901会議室

静岡県
静岡総合庁舎
静岡市駿河区
有明町２-20
本館７階
第８会議室

12月１日
（火）
６月16日
（火）
９月29日
（火）
令和３年

２月16日（火）
７月28日
（火）
令和３年

１月19日（火）

〇

〇

〇

〇

〇

登録審査日 銃砲審査 審査会場

東
　部

中
　部

西
　部

特選 金子 新 中川根第一小 1年 心ってどこにあるのでしょう？
特選 魚谷 飛天 中央小 2年 心ってどこにあるのでしょう？
入選 澤口 煌牙 中川根南部小 1年 魔女ののろいのアメ
入選 滝浪 瑠希菜 本川根小 2年 なにがあってもずっといっしょ
入選 八木 彩伽 中川根南部小 2年 心ってどこにあるのでしょう？

特選 山本 珠奈 中川根第一小 1年 おむすびころりん
特選 中澤 美結 中川根第一小 2年 おむすびころりん
入選 鈴木 奈央 中川根第一小 1年 おむすびころりん
入選 小田 凛夏 中川根第一小 2年 おむすびころりん

感
想
文

小学生・低学年の部…………………………………………………………………………………………………………………………

感
想
画

特選 橋本 廉心 本川根小 3年 季節のごちそう ハチごはん
特選 相藤 琉汰 中川根第一小 3年 本屋さんのルビねこ
入選 小澤 のあ 中央小 3年 かみさまにあいたい
入選 長谷川 新汰 中川根第一小 4年 こぶたのトリュフ
入選 澤口 虎白 中川根南部小 4年 コアラしんぶん

特選 松下 結南 本川根小 3年
  　ねこの町のダリオ写真館
入選 芦澤 徠斗 中川根南部小 4年
  　ぺちゃんこスタンレー

感
想
文

小学生・中学年の部…………………………………………………………………………………………………………………………

特選 寺澤 勇樹 中川根中 2年 サイド・トラック
特選 下村 健斗 中川根中 3年 ある晴れた夏の朝
入選 太田 萌恵 中川根中 2年 8分音符のプレリュード
入選 相藤 里緒 中川根中 3年 アンネの日記

感
想
文

中学生の部 ……………………………………………………… 高校生・一般の部………………………………………………

感
想
画

特選 丹田 操醒 中川根第一小 5年 かべのむこうになにがある？
特選 加藤 久太郎 中央小 6年 もうひとつの屋久島から
    ～世界遺産の森が伝えたいこと～
入選 西田 康平 中川根第一小 5年 お米は生きている
入選 髙畑 心真希 中央小 5年 アローハンと羊
入選 森下 七聖 中川根南部小 5年 かべのむこうになにがある？
入選 秋元 莉悠 本川根小 6年 ぼくとニケ

特選 該当作品なし
入選 加藤 久太郎 中央小 6年
  　海底二万マイル感

想
文

小学生・高学年の部…………………………………………………………………………………………………………………………

結果 氏　名 学校名 学年 作　品　名 結果 氏　名 学校名 学年 作  品  名

特選 泉谷 楓 川根高校 2年 友だち幻想
入選 金子 巧 川根高校 1年 考えるヒント
入選 花木 ロブ 川根高校 1年 星の王子さま

感
想
文

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課�

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号�

☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

１２/25(水)すこやか大学 
第４回学習会が開催されました。 

　「話楽座＆笑座公演」前半を我が町の誇る語り部、話楽座の民話に聞き惚れて涙し、後半
は笑座の認知症予防支援、思い切り歌って、踊って触れ合って、楽しい年の瀬を過ごしました。

令和元年度町民読書感想文・感想画コンクール 
受賞者をお知らせします。

　町教育委員会社会教育課主催「令和元年度町民読書感想文・感想画コンクール」にたく
さんの作品をご応募いただきありがとうございました。感想文が 323 点、感想画が 24 点、
合計 347 点の作品が集まりました。
　どの作品も自分の意見や体験がうまくまとめられ、表現されているものが多かった中、今
年度の入賞者をお知らせします。
　受賞者の皆さん、おめでとうございます。

交換期間‥3月20日（金）～29日（日）
令和2年

交換期間‥3月20日（金）～29日（日）
令和2年

令和2年 3月20日（金）から29日（日）
ポイント交換セール

感
想
画

＜留意点＞
①左記のいずれの会場でも登録審査を受けることがで

きます。警察署に銃砲刀剣類発見届を提出後速やか
に登録してください。登録証のない状態での銃砲刀
剣類の所持は不法所持（銃砲刀剣類所持等取締法違
反）となります。

②審査会に使用する会議室は事情により変更すること
があります。当日は庁舎内の案内掲示板等でご確認
ください。

③登録申請者は原則として発見届出者（銃砲刀剣類の
所有者）本人ですが、特別な事情のある場合は代理
人を立てることができます。その際、代理人は申請
者の委任状及び申請者から委任された当人であるこ
とを証明できる身分証明書（運転免許証等）をご持
参ください。

④新規で登録を受ける際、審査会場に持参していただ
くものは以下のとおりです。

　⑴登録希望の銃砲刀剣類
　⑵警察署が交付した刀剣類発見届出済証（受付時に

提出していただきます）
　⑶身分を証明するもの（運転免許証等を提示してく

ださい）
　⑷登録申請書（当日会場にも用意します）
　⑸登録審査手数料（新規登録のための審査を受けよ

うとする場合、１件につき6,300円分の静岡県収入
証紙を申請書の所定の位置に貼付していただきま
す。証紙は庁舎内の売店で当日購入できます）

⑤審査の結果、定められた基準を満たしていないと判
断された場合は登録できません。

⑥各会場とも駐車場には限りがあります。あらかじめ
ご承知おきください。

⑦不明な点は左記の連絡先までお問合せください。また、
登録希望件数が多数（おおむね 1 人で 10 件以上）
の場合は前日までに連絡してください。

⑧銃砲刀剣類の持ち運びには十分ご注意ください。

＜開催日時・会場＞

※受付は午前 9時 30分から午前 11時 30 分までとな
りますので、時間内にご来場ください。

※審査は午後までかかる場合があります。
※銃砲が登録できるのは、上の表の銃砲審査欄に○印
　がある審査会のみです。

【連絡先】静岡県文化・観光部文化財課 
住　　所 〒420-8601 静岡市葵区追手町９番６号 
電話番号 054（221）3158（直通）

５月12日
（火）

静岡県
東部総合庁舎
沼津市

高島本町１-３
別館４階
第３会議室

静岡県
浜松総合庁舎
浜松市中区
中央１丁目12-１

９階
901会議室

静岡県
静岡総合庁舎
静岡市駿河区
有明町２-20
本館７階
第８会議室

12月１日
（火）
６月16日
（火）
９月29日
（火）
令和３年

２月16日（火）
７月28日
（火）
令和３年

１月19日（火）

〇

〇

〇

〇

〇

登録審査日 銃砲審査 審査会場

東
　部

中
　部

西
　部

特選 金子 新 中川根第一小 1年 心ってどこにあるのでしょう？
特選 魚谷 飛天 中央小 2年 心ってどこにあるのでしょう？
入選 澤口 煌牙 中川根南部小 1年 魔女ののろいのアメ
入選 滝浪 瑠希菜 本川根小 2年 なにがあってもずっといっしょ
入選 八木 彩伽 中川根南部小 2年 心ってどこにあるのでしょう？

特選 山本 珠奈 中川根第一小 1年 おむすびころりん
特選 中澤 美結 中川根第一小 2年 おむすびころりん
入選 鈴木 奈央 中川根第一小 1年 おむすびころりん
入選 小田 凛夏 中川根第一小 2年 おむすびころりん

感
想
文

小学生・低学年の部…………………………………………………………………………………………………………………………

感
想
画

特選 橋本 廉心 本川根小 3年 季節のごちそう ハチごはん
特選 相藤 琉汰 中川根第一小 3年 本屋さんのルビねこ
入選 小澤 のあ 中央小 3年 かみさまにあいたい
入選 長谷川 新汰 中川根第一小 4年 こぶたのトリュフ
入選 澤口 虎白 中川根南部小 4年 コアラしんぶん

特選 松下 結南 本川根小 3年
  　ねこの町のダリオ写真館
入選 芦澤 徠斗 中川根南部小 4年
  　ぺちゃんこスタンレー

感
想
文

小学生・中学年の部…………………………………………………………………………………………………………………………

特選 寺澤 勇樹 中川根中 2年 サイド・トラック
特選 下村 健斗 中川根中 3年 ある晴れた夏の朝
入選 太田 萌恵 中川根中 2年 8分音符のプレリュード
入選 相藤 里緒 中川根中 3年 アンネの日記

感
想
文

中学生の部 ……………………………………………………… 高校生・一般の部………………………………………………

感
想
画

特選 丹田 操醒 中川根第一小 5年 かべのむこうになにがある？
特選 加藤 久太郎 中央小 6年 もうひとつの屋久島から
    ～世界遺産の森が伝えたいこと～
入選 西田 康平 中川根第一小 5年 お米は生きている
入選 髙畑 心真希 中央小 5年 アローハンと羊
入選 森下 七聖 中川根南部小 5年 かべのむこうになにがある？
入選 秋元 莉悠 本川根小 6年 ぼくとニケ

特選 該当作品なし
入選 加藤 久太郎 中央小 6年
  　海底二万マイル感

想
文

小学生・高学年の部…………………………………………………………………………………………………………………………

結果 氏　名 学校名 学年 作　品　名 結果 氏　名 学校名 学年 作  品  名

特選 泉谷 楓 川根高校 2年 友だち幻想
入選 金子 巧 川根高校 1年 考えるヒント
入選 花木 ロブ 川根高校 1年 星の王子さま

感
想
文

ここにも、一つの物語。
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ふじのくに文化プログラム 
推進事業補助金の募集
公益財団法人�静岡県文化財団

　2020年の東京オリンピックの開
催を機会に、現在取組まれている静
岡県の文化芸術活動をさらに振興・
継承し、県内外へ発信していくため、
県民の皆さんの幅広い文化活動、
文化事業等を県内、県外、海外の皆
様と一緒に盛り上げていけるように
応援します。
助成事業名：ふじのくに文化プログ
ラム推進事業補助金
支援団体名：公益財団法人静岡県
文化財団
対象者：団体・個人の文化活動
対象事業：音楽・演劇・舞踊・伝統芸
能・文芸・美術・映像・その他

対象事業内容（詳細）：
〔事業補助〕⑴住民参加型自主企画
事業 ⑵広域的芸術文化事業 ⑶国
際文化交流事業

〔団体補助〕⑴「ささえる」活動団体
の自立に向けた活動 ⑵しずおかの
文化芸術団体のステップアップ活動
平均助成金額：10万円以上100万
円未満
助成支援内容：

〔事業補助〕事業に要する費用（人件
費等団体の経常的な運営費を除く）

〔団体補助〕⑴組織の自立のための
投資的活動に要する費用 ⑵ステッ
プアップのための投資的活動に要
する費用
令和２年度分募集期限：３月31日

（火）必着

応募方法：申請書に必要事項をご記
入の上、郵送にて問合せ先までお送
りください。

【問】担当 公益財団法人静岡県文
化財団総務課　住所 静岡市駿河
区東静岡2丁目3-1　☎054（203）
5710　FAX054（203）5716

公益財団法人 静岡県文化財団
https://www.shizuoka-cf.org/
jigyo/fujinokuni.html

お子様の教育資金を「国の教育ローン」 
（日本政策金融公庫）がサポート！

日本政策金融公庫
高校、大学などへの入学時・在学中
にかかる費用を対象とした公的な融
資制度です。

【ご融資額】お子様１人あたり350万
円以内

【金利】年1.66％（固定金利）
※「母子家庭」、「父子家庭」、「世
帯年収200万円（所得122万円）以
内の方」または「子ども３人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得346
万円）以内の方」は年1.26％

【返済期間】15年以内
※「交通遺児家庭」、母子家庭」、

「父子家庭」、「世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方」または
「子ども３人以上の世帯かつ世帯年
収500万円（所得346万円）以内の
方」は18年以内

【使いみち】入学金、授業料、教科書
代、アパート・マンションの敷金・家賃など

【返 済 方 法】毎月元 利 均 等 返 済
（ボーナス時増額返済も可能）
【保証】（公財）教育資金融資保証基
金（連帯保証人による保証も可能）
　詳しくは、HP（「国の教育ローン」
で検索）または教育ローンコールセン
ター ☎0570（00）8656（ナビダイ
ヤル）または 03（5321）8656 まで
お問い合わせください。

第27回 スプリングコンサート開催
ドリームアイランド

　子どもたちがピアノやエレクトーン、
赤石太鼓など日ごろの成果を披露し
ます。子どもたちの笑顔、緊張、研ぎ
澄まされた感性をあなたも一緒に体
感しませんか？今回はフラメンコ唄い
の山田ナオリさん、ギターリストの三
高菖吉さんをゲストでお招きします。

こころが「ほっ」とあたたまる、そんな
時間です。お待ちしています♪
会場：川根本町文化会館
主催：ドリームアイランド
開催日：3月29日（日）
時間：13時開場　13時30分開演

【問・申】中原 緑  ☎（59）3181

第15回川根本町茶業者大会の開催
農林課　農業振興室

日時：３月７日（土）午後1時から
会場：川根本町山村開発センター２
階大会議室（川根本町上長尾627）
内容：　
⑴表彰
・第73回全国茶品評会上位入賞者
感謝状授与
・令和元年度川根本町茶品評会表彰
・令和元年度川根本町共同製茶連
絡協議会一番茶互評会表彰
⑵活動報告

〔演題〕農業経営振興会　２年間の
会長活動報告 ―幻の茶産地 川根
本町！もう出会えないかもしれないこ
の味、この香り！―

〔発表者〕川根本町農業経営振興会
会長 高畑裕氏
⑶茶業関係研修会

〔演題〕農家の生産、販売におけるリ
スクマネジメントについて

〔講師〕ＡＲＭＳ 代表 赤堀三代治氏
⑷決意表明
事務局：川根本町役場　農林課　
農業振興室☎0547（56）2226
第31回静岡県すこやか長寿祭

スポーツ・文化交流大会 
参加者を募集します

公益財団法人しずおか健康長寿財団
種目：スポーツ交流大会（卓球、テニ
ス、剣道、弓道、水泳、マラソンなど）
文化交流大会（囲碁、将棋、健康
マージャン、俳句など）

合計36種目（予定）
※今回からスポーツ吹矢、ディスク
ゴルフが新規種目として加わります
開催期間：令和２年４月～６月（競技ご
とに開催日・申込期限が異なります）
会場：草薙総合運動場ほか県内各地
参加資格：原則60歳以上（昭和36
年４月１日以前に生まれた者）の県内
在住者
その他：一部競技でねんりんピック岐
阜2020の代表選手選考を兼ねます。
競技参加は事前申込みが必要で
す。詳細は下記にお問合せください。

【問】公益財団法人しずおか健康長寿
財団 ☎054(253)4221 ホームペー
ジ http://www.sukoyaka.or.jp

裁判所の新しい手続 
第三者からの「情報取得手続」 

が始まります！
静岡地方裁判所

●裁判や調停で決まったのに、お金
を支払ってくれない
●強制執行をしたいけど、相手の預
貯金や勤務先が解らない
といった場合に情報取得手続をすると…
預貯金口座や勤務先など、債権者
の財産情報を取得できます！
※債権者名義（判決や和解調書な
ど）が必要です※

【銀行】⇒預貯金の有無・支店名・口
座番号・残高など

【役所】⇒勤務先（給料など）の有
無・名称や場所

【登記所】⇒所有不動産の有無・場
所など
債権者の財産に関する情報があれ
ば、強制執行手続きを利用しやすく
なります！

【問】静岡地方裁判所事務局総務
課広報係 ☎054（251）6241
FAX 054(252)6116

迅速　丁寧に
お茶の仕上げ加工袋詰めいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

あなたの税金が町をつくります
今 月 の 納 税

国 民 健 康 保 険 税 第９期分
水道使用料 ３月分
後期高齢者医療保険料 第８期分
３月31日（火）までに納めてください。
納 税 は 口 座 振 替 が 便 利 で す 。

税務住民課 ☎（56）2223

川 根 本 町 の 人 口 令和２年２月１日現在

世帯数 2,865世帯（ －４） 出生 ３ 人
総人口 6,634 人 （ －15 ） 死亡 12 人
男　性 3,242 人 （ －９） 転入 ６ 人
女　性 3,392　　　　人 （ －６） 転出 12 人

※（　）内は前月比、右欄は前月中の異動　※外国人の数を含む

ガソリンを携行缶で購入される皆様へ
令和２年２月１日より
ガソリンの適正な使用を徹底するため、
ガソリンを携行缶で購入される方に対して、
① 本人確認（運転免許証の提示など）
② 使用目的の確認を行うとともに、
　 販売記録を作成することが
　 義務付けられています。
※セルフ式ガソリンスタンドにおいても同様です。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 静岡市消防局消防部予防課☎054（２８０）０１９１
静岡市島田消防署予防係☎０５４７（３７）０１１９

問合せ先

ここにも、一つの物語。
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お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者

下 泉 持
も ち づ か

塚 晴
は る た

太 男 潤

田 野 口 鈴
す ず き

木 仁
じ ん の す け

之介 男 茂之

久 野 脇 三
み う ら

浦 煌
こう

男 正博

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

地 名 柿 下  り ん 90 柿下憲太郎
水 川 鈴 木  秀 治 92 鈴木 義昭
水 川 筒 井  虎 雄 81 筒井真奈美
徳 山 小 田  喜 幸 73 小田 和弘
上 長 尾 長 塚  幸 子 87 長塚 　渉
桑 野 山 岩 田  幸 夫 72 岩田 礼子
千 頭 東 杉 本  幸 道 95 杉本 清子
徳 山 中 村  政 江 82 中村 　等
沢 間 鈴 木  禎 子 74 鈴木 國之
徳 山 宇佐美 菊枝 76 宇佐美孝次

■ 出生・婚姻された方については、本町に
住所があり前々月に本町 ( 本庁・総合支
所 ) の窓口に届出された分のみ掲載して
います。

■ 死亡された方については、本町に住所が
ある方で掲載を希望された分を掲載して
います。

 税務住民課 ☎（56）2222
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鬼
は
外
！
福
は
内
！
み
ん
な
で
節
分
楽
し
い
ね
！

　
そ
の
後
、
園
児
た
ち
が
鬼
を
ど
う
や
っ
て
退
治

す
る
の
か
と
い
う
作
戦
会
議
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行
い
ま
し
た
。
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の
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に
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し
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ま
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豆
ま
き
の
後
に
は
お
昼
の
節
分
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
、
鬼
面
ご
は
ん
が
用
意
さ
れ
、
角
は
ウ
イ

ン
ナ
ー
、
髪
の
毛
は
焼
き
そ
ば
、
と
い
っ
た
よ
う

に
園
児
そ
れ
ぞ
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が
鬼
の
顔
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、 
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

３
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
私
は
、
高
校
生
活
で
様
々
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
川
根
高
校
に
入

学
し
て
、
寮
と
い
う
新
し
い
環
境
で

生
活
を
し
ま
し
た
。
入
学
時
は
、

洗
濯
や
食
後
の
片
づ
け
、
勉
強
な
ど

や
る
べ
き
こ
と
が
多
く
て
苦
労
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
毎
⽇
行
う
こ
と

で
、
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
の
あ
り
が

た
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
で
は
、
勉
強
と
部
活

動
の
両
立
に
加
え
、
学
校
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生
活
委
員

長
を
務
め
ま
し
た
。
毎
朝
学
校
付

近
に
は
、
学
校
の
先
生
や
交
通
指

導
員
の
方
が
い
て
、
生
徒
た
ち
が
安

全
に
登
校
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

ま
し
た
。
私
は
毎
⽇
学
校
に
行
く

こ
と
は
当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ

り
元
気
に
登
校
で
き
る
の
だ
と
そ
の

時
実
感
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
家
族
や
先
生
、

地
域
の
方
々
に
感
謝
を
感
じ
る
３
年

間
で
し
た
。
卒
業
後
は
、
川
根
本

町
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
立

派
な
人
に
な
れ
る
よ
う
に
人
間
性
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

３
年
間
を
振
り
返
る
と
、
私

は
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

一つ
に
部
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
部
長
を

務
め
ま
し
た
。
部
活
動
を
や
って
い

く
中
で
練
習
が
辛
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
時
間

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
進
路
実
現
に
あ
た
っ
て

は
、
継
続
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
私
は
面
接
だ
け
の
入
試
方

式
だ
っ
た
の
で
毎
⽇
面
接
練
習
を

継
続
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
自
分
が
志
望
し

て
い
た
学
校
に
特
待
生
と
し
て
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
３
年
間
は
、
友
達
だ
け
で

は
な
く
、
先
生
や
先
輩
、
家
族
、

地
域
の
方
々
な
ど
、
沢
山
の
方
々

に
応
援
し
て
い
た
だ
き
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
って
い
き
ま
す
。

田た

宮み
や　

佐さ

吉き
ち

澤さ
わ

井い　

美み

佳か

　

1
月
29
日
（
水
）、
中
川
根
中
学
校
３
年
生
23

人
が
高
校
受
験
を
前
に
集
中
力
を
高
め
る
よ
う
に

と
千
葉
山
智
満
寺
（
上
長
尾
）
に
て
坐
禅
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　
藤
田
眞
光
副
住
職
か
ら
座
禅
の
作
法
を
習
っ
た

生
徒
た
ち
は
、
壁
に
向
か
う
と
約
25
分
間
の
座
禅

に
入
り
、
自
分
自
身
と
向
き
合
い
ま
し
た
。

　
体
験
終
了
後
に
は
藤
田
副
住
職
か
ら
「
自
分
の

弱
い
と
こ
ろ
や
苦
手
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
そ
れ

を
克
服
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
受

験
に
向
け
て
の
励
ま
し
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
生
徒

た
ち
か
ら
は
「
集
中
し

て
い
た
の
で
時
間
が
半

分
く
ら
い
に
感
じ
た
」

や
「
周
り
で
起
き
て
い

た
こ
と
に
気
づ
か
な
い

ほ
ど
集
中
で
き
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

座
禅
で
集
中
！
受
験
に
向
け
て
！

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1819
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 令
和

２
年

３
月

号

「
千
年
の
学
校
」
公
開
講
座

『
誇
り
あ
る
美
し
い
村
づ
く
り
』
学
習
会

　
２
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
の
２
日
間
、

「
千
年
の
学
校
」
公
開
講
座
「
誇
り
あ
る
美
し

い
村
づ
く
り
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
延
べ
70
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
前
半
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
資
格
委
員
で
あ
る
山
田
泰
司
氏
よ
り
、

２
０
０
５
年
の
創
設
時
か
ら
連
合
の
活
動
を
支

援
さ
れ
て
い
る
企
業
経
営
者
た
ち
の
言
葉
や
創

設
の
理
念
に
加
え
、
発
足
20
年
に
向
け
て
「
５

Ｓ
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
５
Ｓ
」と
は
、「
整
理
」「
整
頓
」「
清
掃
」「
清

潔
」「
し
つ
け
（
躾
）」
の
５
つ
を
表
し
た
言
葉

で
、
改
善
の
指
針
と
し
て
様
々
な
企
業
に
も
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
自
身
の
住

ん
で
い
る
地
区
の
不
具
合
を
書
き
出
し
、
共
通

す
る
も
の
を
整
理
し
た
う
え
で
、
改
善
策
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
「
沿
道
の
雑
草
や
ゴ
ミ
」「
耕
作
放
棄
地
」「
空

き
家
、
空
き
施
設
」「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
看
板
・

屋
根
な
ど
の
色
」「
河
川
環
境
の
悪
化
」「
賑
わ

い
の
喪
失
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
中

の
「
沿
道
の
雑
草
や
ゴ
ミ
」
に
つ
い
て
は
、
比

較
的
解
決
が
容
易
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行
わ
れ
た
久
野
脇
地
区
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、初
日
に
学
ん
だ
「
５

Ｓ
」
の
視
点
を
持
っ
て
、
散
策
コ
ー
ス
内
の
ポ

イ
ン
ト
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
観
察
し
、
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
観
察
後
は
、
久
野
脇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー
で
「
く
の
わ
き
大
根
そ
ば
」
を
は
じ
め

海
老
芋
や
川
根
茶
い
な
り
な
ど
の
郷
土
の
食
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
案
内
を
行
っ
た「
久
野
脇
未
来
の
会
」

か
ら
は
、「
自
分
た
ち
が
気
づ
か
な
い
視
点
か

ら
様
々
な
意
見
を
も
ら
え
た
。
今
後
の
改
善
に

生
か
し
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
「
自
分
た
ち
の
地
区
で
も
同
じ
視
点
で
集

落
内
を
観
察
し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
学
習
の
場
づ
く
り
と
と
も

に
、
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
に
基
づ
い
た
実
践
の
場

づ
く
り
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
「
小
さ
く
て
も
、出
来
る
こ
と
」

か
ら
取
り
組
み
、
縁
や
同
志
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
「
最
も
美
し
い
川
根
本
町
」
の
実
現
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。


